
合
併
か
ら
今
日
ま
で
、

行
政
改
革
を
す
る
中
で
、

住
民
の
利
便
性
を
考
え
て

き
た
。
旧
県
分
庁
舎
の
購

入
に
よ
り
、
そ
れ
を
具
体

化
す
る
時
期
に
き
て
い

る
。
今
、
再
編
を
し
な
い

と
、
公
民
館
問
題
な
ど
任

期
内
の
改
革
が
難
し
く
な

る
。
改
革
の
休
み
な
い
推

進
の
た
め
に
賛
成
。

町
を
存
続
さ
せ
る
た
め

の
数
字
が
優
先
さ
れ
た
感

が
あ
る
。
一
箇
所
に
す
れ

ば
公
用
車
の
削
減
な
ど
、

経
費
削
減
や
職
員
の
実
態

把
握
が
で
き
る
と
す
る

が
、
行
政
の
都
合
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
２
つ
の

課
を
ま
と
め
、
町
民
福
祉

課
と
保
健
医
療
課
に
再
編

す
る
こ
と
だ
け
で
は
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
ら
な

い
。
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●
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
に

対
し
て
、
教
職
員
定
数
改

善
計
画
の
実
施
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
を
求
め
意
見
書
提
出

①
学
校
現
場
に
必
要
な
教

職
員
の
人
員
、
人
材
を

確
保
す
る
こ
と

②
義
務
教
育
費
の
国
の
負

担
１
／
２
を
復
元
す
る

こ
と
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
国
庫
負
担
拡
充
等
を

求
め
る
意
見
書
提
出

●
世
羅
町
議
会
の
議
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例

賛
成
多
数(

17
対
４)で可

決

地
方
自
治
法
（
昭
和

22
年
法
律
第
67
号
）
第

91
条
第
１
項
に
よ
り
、

世
羅
町
議
会
の
議
員
の
定

数
は
、
16
人
と
す
る
。

だ
か
ら
賛
成

だ
か
ら
反
対

議議議議
員員員員
発発発発
議議議議

付　則税
の
滞
納
整
理

３
ヶ
月
間
県
職
員
応
援

税
の
滞
納
整
理
は

町
税
の
関
係
は
、
支
払

い
能
力
が
あ
る
か
財
産
調

査
を
中
心
に
見
極
め
て
お

り
、
支
払
い
能
力
の
な
い

人
は
執
行
停
止
に
。
法
的

事
務
を
行
う
こ
と
が
収
納

率
の
向
上
に
つ
な
が
る
の

で
、
県
の
徴
収
制
度
活
用

や
滞
納
整
理
に
集
中
す
る

た
め
３
ヶ
月
間
県
職
員
２

名
派
遣
し
て
も
ら
う
。
ま

た
国
保
連
合
会
か
ら
も
派

遣
お
よ
び
助
言
を
受
け

る
。

学
校
運
営
は

○
総
合
学
習
　
小
学
校
で

共
通
す
る
の
は
郷
土
（
自

然
、
文
化
、
歴
史
、
人
）

と
国
際
理
解（
英
語
活
動
）

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
。

中
学
校
で
は
郷
土
と
キ

ャ
リ
ア
職
場
体
験
と
福
祉

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
。

○
い
じ
め
・
不
登
校
の
状

況
い
じ
め
件
数
は
０
件
。

取
り
組
み
は
職
員
会
議
等

を
通
じ
て
充
実
を
図
っ
て

い
る
。
不
登
校
は
小
学
校

０
件
。
中
学
校
６
件
で
全

教
師
で
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

防
災
計
画
は

災
害
基
本
法
に
基
づ

き
、
町
民
の
身
体
、
財
産
、

生
命
を
保
護
す
る
た
め
、

防
災
計
画
書
を
県
の
防
災

関
係
機
関
と
協
議
を
し
て

３
月
に
作
成
、
啓
発
中
で

あ
る
。

国
民
保
護
計
画
は

法
律
に
よ
り
強
制
的
に

作
成
す
る
も
の
で
、
消
防

庁
の
モ
デ
ル
を
基
に
、
県

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
受
け
、

２
月
に
で
き
た
。

計
画
は
５
編
か
ら
な
っ

て
本
町
は
４
類
型
を
対
象

と
し
、
25
人
以
内
で
国
民

保
護
協
議
会
を
設
置
し
て

い
る
。

常常任任委委員員会会ののううごごきき常任委員会のうごき

大人数でがんばるぞ（大田小学校公開授業で）
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社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

「
み
つ
ば
」

自
立
支
援
法
施
行
に
と

も
な
っ
て
通
所
、
就
労
の

サ
ポ
ー
ト
体
験
等
、
利
用

者
へ
の
自
己
負
担
が
課
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
以
後
、
国
の
激
減
緩

和
措
置
の
方
向
が
示
さ
れ

改
善
さ
れ
た
が
、
自
治
体

の
支
援
が
今
後
ど
こ
ま
で

で
き
る
か
、
現
状
認
識
を

深
め
る
た
め
調
査
。
経
営

上
の
問
題
は
、
日
割
制
と

な
り
定
員
40
人
の
と
こ

ろ
、
利
用
者
の
応
益
負
担

が
い
る
こ
と
が
影
響
し
て

現
在
36
人
の
利
用
で
定
員

割
れ
で
あ
る
。

利
用
者
の
発
掘
に
「
み

つ
ば
会
」
と
し
て
動
い
て

い
る
が
個
人
情
報
保
護
条

例
の
制
限
も
あ
り
、
今
、

利
用
者
増
が
頭
打
ち
で
あ

る
。行

政
の
支
援
も
あ
り
就

労
の
場
を
得
て
い
る
が
、

軌
道
に
乗
っ
て
い
る
体
制

に
は
ほ
ど
遠
い
。
将
来
、

み
つ
ば
会
か
ら
一
人
で
も

指
導
者
の
援
助
に
頼
ら

ず
、
就
労
が
で
き
、
巣
立

ち
が
で
き
る
よ
う
体
制
強

化
が
必
要
で
あ
る
。

く
い
市
民
病
院
を
世
羅
中

央
病
院
へ
移
管
の
問
題

三
原
市
よ
り
合
併
後
の

ま
ち
づ
く
り
構
想
と
し
て

提
言
が
あ
っ
た
。
再
編
あ

り
き
で
な
く
、
こ
の
地
域

の
医
療
を
ど
う
す
る
か
、

両
病
院
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
方
向
性
を
出
す
た

め
に
、
両
自
治
体
で
再
編

調
査
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、
現
在
３
回
の
会
議
を

持
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究

会
が
再
編
あ
り
き
の
方
向

付
け
で
な
く
、
三
原
市
と

世
羅
町
の
地
域
医
療
の
経

営
体
の
位
置
づ
け
が
だ
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
負
の
財
産
を
負
う
こ

と
の
な
い
よ
う
強
く
要
請

す
る
。

障
害
者
の
就
労
サ
ポ
ー
ト

行
政
あ
げ
て
軌
道
に

「みつばまつり」で応援

森
林
事
業
一
時
ス
ト
ッ
プ

森
林
事
業
の
現
況
は

委
託
し
た
事
業
の

成
果
は
、
ま
た
、

今
後
の
影
響
は
。

今
年
か
ら
森
づ
く

り
交
付
金
で
行
う

県
民
公
園
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
は
。

学
校
給
食
の
食
材

を
農
業
法
人
や
営

農
集
団
で
契
約
栽
培
し
て

は
。

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

現
況
は

広
島
県
が
進
め
る
世
羅

町
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
○
水
田
農
業
の
構

造
改
革
、
○
ぶ
ど
う
が
牽

引
す
る
果
樹
の
里
、世
羅
、

○
世
羅
山
麓
ア
カ
マ
ツ
林

促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３

つ
が
認
定
を
受
け
て
い

る
。

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
う
ち
世
羅

山
麓
ア
カ
マ
ツ
林
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
主
体
が
世

羅
郡
森
林
組
合
に
な
っ
て

い
る
が
。

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

世羅西地区の上水を補う配水池の造成中



議
会
は
、
行
財
政
改
革

の
一
環
と
し
て
、
定
員
の

削
減
に
つ
い
て
合
併
以
来

検
討
し
て
き
た
。そ
の
間
、

住
民
よ
り
大
幅
な（
14
名
）

削
減
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
が
、
９
月

定
例
議
会
で
決
定
す
る
事

を
議
員
の
申
し
合
わ
せ
事

項
と
し
て
き
た
。
よ
っ
て

６
時
間
余
り
の
論
戦
の
末

特特
別別
委委
員員
会会
のの

うう
ごご
きき

6

論戦の末

議員定数16に決定

民
の
意
見
を
聞
く
べ
き
で

は
。

③
有
権
者
人
口
千
人
に
対

し
議
員
１
と
し
て
検
討
す

る
べ
き
で
は
。

④
削
減
す
れ
ば
、
住
民
の

意
見
が
反
映
し
に
く
く
な

る
。

⑤
住
民
自
治
が
機
能
し
、

自
治
セ
ン
タ
ー
が
活
動
す

れ
ば
、
議
員
の
役
割
も
変

わ
る
の
で
は
。

⑥
削
減
は
、
極
力
最
小
限

に
と
ど
め
、
住
民
に
議
会

活
動
が
わ
か
る
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
。

機
構
改
革
の
集
中
審
議
の

中
で
の
意
見

①
機
構
改
革
は
、
総
合
的

に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

②
公
民
館
は
Ｈ
20
年
か
ら

自
治
セ
ン
タ
ー
に
移
行
す

る
が
、
部
局
の
違
い
に
よ

る
連
携
不
足
で
、
方
向
性

が
だ
さ
れ
て
い
な
い
。

③
公
民
館
は
、
い
ま
ま
で

町
内
に
３
ヶ
所
設
置
す
る

と
の
考
え
方
が
あ
っ
た
が

機
構
改
革
の
設
置
条
例
が

否
決
さ
れ
た
た
め
、
見
通

し
が
立
っ
て
い
な
い
。

工
事
状
況

甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
南
は

・
宇
津
戸
第
一
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
付
帯
す
る
物
件

（
換
気
設
備
・
受
変
電
設

備
・
ラ
ジ
オ
再
放
送
設

備
・
警
報
設
備
）
が
発

注
。甲

山
Ｉ
・
Ｃ
以
北
は

・
砂
田
川
橋
下
部
・
別
迫

橋
下
部
外
別
迫
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
付
帯
す
る
改
良
工

事
が
発
注
。

問
題
点

川
尻
工
区
内
の
ボ

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
内
の
照
明
設
備
は
。

現
状
よ
り
６
名
減
の
16
名

と
す
る
こ
と
を
賛
成
多
数

の
起
立
を
も
っ
て
、
委
員

会
の
場
で
決
定
、
発
議
と

し
て
本
会
議
に
上
程
す
る

事
と
な
る
。

削
減
案
に
対
す
る
議
員

の
動
向

定
数
20
人
　
賛
成
２
名

定
数
18
人
　
賛
成
４
名

定
数
16
人
　
賛
成
12
名

定
数
14
人
　
賛
成
２
名

議
員
の
意
見

①
農
業
地
帯
の
世
羅
町
は

面
積
も
広
く
、
他
市
町
と

単
純
に
比
較
は
出
来
な

い
、
小
幅
な
削
減
に
留
め

る
べ
き
だ
。

②
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
議
会
報
告
の
中
で
、
町

特
別
委
員
会
の

う
ご
き

照
明
設
備
を
設
置

Ｑ

照明もついた川尻地区のボックスカルバート
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工
事
は
進
む
が
加
入
率
あ
が
ら
ず

取
り
組
み
状
況

Ｈ
21
年
４
月
か
ら
一
部

供
用
開
始
に
向
け
、
工
事

は
進
ん
で
い
る
。

①
処
理
場
施
設
状
況

し
尿
処
理
場
の
浄
化
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
は
、
し

尿
貯
水
槽
等
の
基
礎
部
分

が
完
成
方
向
に
あ
る
。
本

年
か
ら
管
理
棟
・
機
械
棟

の
建
設
工
事
、
電
気
工
事

を
行
う
。

②
本
管
布
設
状
況

川
尻
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

か
ら
西
上
原
甲
山
小
学
校

入
口
ま
で
は
、
推
進
工
法

に
よ
り
管
サ
イ
ズ
は
４
５

０
ミ
リ
を
埋
め
て
完
成
し

て
い
る
。
そ
れ
よ
り
上
流

は
３
５
０
ミ
リ
の
管
、
本

年
は
両
備
信
用
組
合
ま
で

３
５
０
ミ
リ
管
を
埋
め
る

予
定
。
そ
し
て
天
神
鼻
地

区
工
事
は
１
０
０
ミ
リ
を

埋
め
る
。

③
加
入
促
進
の
状
況

６
月
か
ら
の
加
入
促
進

の
説
明
会
を
８
会
場
で
行

っ
て
い
る
。
延
べ
86
名
の

出
席
を
い
た
だ
き
事
業
の

説
明
を
行
い
関
係
住
民
の

理
解
と
協
力
を
要
請
す

る
。

問
題
点

①
認
可
区
域
内
で
民
家
が

公
道
よ
り
離
れ
て
い
る
場

合
は
、
管
の
布
設
負
担
は

公
か
個
人
か
は
、
今
現
在

決
定
し
て
い
な
い
。

②
加
入
確
定
の
な
い
ま

ま
、
公
共
ま
す
設
置
工
事

を
進
め
て
い
る
。

③
下
水
道
使
用
料
は
、
水

道
使
用
料
で
決
定
す
る

が
、
現
行
の
上
水
道
事
業

の
採
算
上
の
視
点
か
ら
、

将
来
展
望
を
踏
ま
え
、
水

道
使
用
料
を
ど
の
よ
う
に

す
る
か
検
討
を
要
す
る
。

④
受
益
者
負
担
が
高
い
た

め
、
高
齢
者
世
帯
や
年
金

暮
ら
し
の
方
の
加
入
に
難

が
あ
る
。

今後の問題をいっぱいかかげながらも
建設中の汚水処理場

人

事

廣
山
幸
春
氏
を
、

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
と
し
て

選
任
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
Ｈ
19
年
10
月

１
日
〜
Ｈ
22
年
９
月

30
日
ま
で

西
原
義
典
氏
が
、
Ｈ

19
年
11
月
17
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
今
田
峰
子
氏
を
教

育
委
員
会
委
員
と
し
て

選
任
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
Ｈ
19
年
11
月
18

日
〜
Ｈ
23
年
11
月
17
日

ま
で

陳情と請願�陳情と請願�
■
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎
大
見
地
区
の
通
学
路
の
交

通
安
全
施
設
の
整
備
を
し

て
欲
し
い
。

世
羅
町
立
大
見
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
正
田
一

志
　
外
４
名

◎
次
期
教
職
員
定
数
改
善

計
画
の
実
施
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
求
め
る
議
会
決

議
及
び
意
見
書
採
択
の

お
願
い

広
島
県
教
職
員
組
合
世

羅
支
区

支
区
長
　
荒
谷
　
誠

◎
臭
気
問
題
を
早
期
に
解

決
し
て
欲
し
い
。

宇
津
戸
下
仮
屋
地
区
対

策
協
議
会

会
長
　
坂
上
　
明
登

◎
観
光
案
内
看
板
を
充
実

し
て
欲
し
い
。

世
羅
町
商
工
会

会
長
　
山
平
　
正
登

世
羅
町
観
光
協
会

会
長
　
松
尾
　
義
和

■
不
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎
ゴ
ミ
収
集
業
務
を
今
ま
で

通
り
の
契
約
に
し
て
欲
し

い
。

セ
ラ
美
装
有
限
会
社

代
表
取
締
役
　
野
村

秀
夫

池
本
衛
生
社

池
本
　
維
明


